
【 地域資源創成学部 地域資源創成学科 】 
 

卒業認定・学位授与の方針 

【学部】 
 本学に所定の期間在籍し，基準となる単位を修得するとともに、本学部の目的・理念及び教育目標に基づき、学
生の学修成果が到達目標に達したと認められる者に、学士（地域資源創成学）の学位を授与する。 

1. 全学に共通な学修成果である「学士基盤力」を身につけている。 
2. 学部共通及び各学科における「学士専門力」を身につけている。 
3. 卒業研究として、獲得した知識や技能を統合し課題を解決することができ、その成果を論文としてまとめる
ことができる。 

【企業マネジメントコース】 
1. 地域資源創成のために必要なマネジメントの専門知識を有し、社会で活用できる。 
2. 地域資源創成のために必要な社会・人文科学、及び農学・工学の利活用技術の基礎知識を有し 複眼的な視野
から地域資源の価値を捉えることができる。 

3. 国内外の産業経済構造を俯瞰的に捉え、地域の社会経済状況を調査・分析し、その知見をもって、国内市場
や海外市場の開拓やリンケージ構築、企業誘致、起業等、地域経済の発展に向け、既存の産業に新たな価値創
造(イノベーション)を引き起こし、次世代のビジネスリーダーとして地域の産業振興に寄与することができ
る。 

【地域産業創出コース】 
1. 地域資源創成のために必要なマネジメントの専門知識を有し、社会で活用できる。 
2. 地域資源創成のために必要な社会・人文科学、及び農学・工学の利活用技術の基礎知識を有し複眼的な視野
から地域資源の価値を捉えることができる。 

3. 地域資源(農業・自然・文化等)の価値を理解し、地域資源を活用した新商品の企画、ビジネスの新展開、様々
な切り口からの地域資源の魅力発信等を通じて地域資源に新たな価値を見出し、６次産業化や観光等の地域
の産業創出につなげることができる。 

【地域創造コース】 
1. 地域資源創成のために必要なマネジメントの専門知識を有し、社会で活用できる。 
2. 地域資源創成のために必要な社会・人文科学、及び農学・工学の利活用技術の基礎知識を有し複眼的な視野
から地域資源の価値を捉えることができる。 

3. 中山間地域における過疎・高齢化、中心市街地衰退等の課題解決や、地域社会の維持発展に向けて、地
域における住民の組織やネットワーク、行政制度等について理解するとともに、地方都市・農山村の経
済機能、社会機能、環境機能を総合的に捉え、地域活動を有機的に連結し、活性化できる持続可能な地
域づくりをトータルマネジメントできる。 

「学士専門力」 

育成する資質・能力 学修成果 評価方法 

【学部】 
・実践英語力 
・マネジメント基礎力 
・マネジメント応用力 
・地域資源創成に関す
る基礎的な知識・技能 

 

 
1. 教養教育で修得した英語力をさらに発展させ、英語で
の理論展開やビジネス交渉ができる。 

2. 地域資源創成のために必要なマネジメントの専門知識
を有し、社会で活用できる。 
・地域資源、地域振興及び地域社会学などの地域に関
する基礎知識を有している。 

・マネジメントの基礎となる経営理論（経営学、マー
ケティング、会計学）を理解している。 

・マネジメントに必要となる社会構造や経済、法に関
する基礎知識を有している。 

3. マネジメント実践に必要な応用知識を有し、社会に活
用できる。 
・地域資源を活用し地域活性化を図るうえで実践に裏
付けられた経営理論やマネジメント論の専門知識を
身につけている。 

・マネジメント実践に必要な経済、金融、財政、広告等
の応用知識を身につけている。 

・長期の国内インターンシップや海外短期研修を通し
て、専門知識を実践に活かすことができる。 

4. 複眼的な視野から地域資源の価値をとらえることがで
きる。 
・地域資源創成のために必要な社会・人文科学、及び農
学・工学の利活用技術の基礎知識を身につけている。 
・実習を通じて、情報収集能力、分析力を身につけてい
る。 
 
 
 
 
 
 

 
・カリキュラムマップに示す
「実践英語力」「マネジメ
ント基礎力」「マネジメン
ト応用力」「地域資源創成
に関する基礎的な知識・技
能」に係わる科目の修得 

・カリキュラムマップに示す
「実践英語力」「マネジメ
ント基礎力」「マネジメン
ト応用力」「地域資源創成
に関する基礎的な知識・技
能」に係わる科目の授業評
価における学士力達成度
及びポートフォリオに関
する自己評価 



【企業マネジメント 
コース】 
・企業マネジメント力 

 
専門性の高い知識を修得し複眼的な視野を深化するとと
もに、長期実践実習により、深い知識と企画力、実践力を
身につけている。 
・国内外の産業経済構造を俯瞰的に捉え、地域の社会経済
状況を調査・分析することができる。 

・国内市場や海外市場の開拓やリンケージ構築、企業誘
致、起業等、地域経済の発展に向け、既存の産業に新た
な価値創造(イノベーション)を引き起こし、次世代のビ
ジネスリーダーとして地域の産業振興に寄与すること
ができる。 

 
・カリキュラムマップにて示
す「企業マネジメント力」
に係わる科目の修得 

・カリキュラムマップにて示
す「企業マネジメント力」
に係わる科目の授業評価及
びポートフォリオにおける
学士力達成度に関する自己
評価 

 

【地域産業創出コース】 
・地域産業創出力 

 
専門性の高い知識を修得し複眼的な視野を深化するとと
もに、長期実践実習により、深い知識と企画力、実践力を
身につけている。 
・地域資源(農業・自然・文化等)の価値を理解している。 
・地域資源を活用した新商品の企画、ビジネスの新展開、
様々な切り口からの地域資源の魅力発信等を通じて地
域資源に新たな価値を見出し、６次産業化や観光等の地
域の産業創出につなげることができる。 

 
・カリキュラムマップにて示
す「地域産業創出力」に係
わる科目の修得 

・カリキュラムマップにて示
す「地域産業創出力」に係
わる科目の授業評価及びポ
ートフォリオにおける学士
力達成度に関する自己評価 

 

【地域創造コース】 
・地域創造力 

 
専門性の高い知識を修得し複眼的な視野を深化するとと
もに、長期実践実習により、深い知識と企画力、実践力を
身につけている。 
・中山間地域における過疎・高齢化、中心市街地衰退等
の課題解決や、地域社会の維持発展に向けて、地域に
おける住民の組織やネットワーク、行政制度等につ
いて理解している。 

・地方都市・農山村の経済機能、社会機能、環境機能を
総合的に捉え、地域活動を有機的に連結し、活性化で
きる持続可能な地域づくりをトータルマネジメント
できる。 

 
・カリキュラムマップにて示
す「地域創造力」に係わる
科目の修得 

・カリキュラムマップにて示
す「地域創造力」に係わる
科目の授業評価及びポート
フォリオにおける学士力達
成度に関する自己評価 

 

卒業認定・学位授与の方針に定められた学修成果の達成度に関するその他の情報 

・外国語運用能力 
・デジタルスキル 
・資格等 
 

１．語学検定等の学外試験のスコア 
２．数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定レベ

ル 
３．資格取得、受賞、表彰歴 

・TOEIC、TOEFL、英検、等 
・リテラシーレベル、応用基

礎レベル 
・資格証明書、等 

 


